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■講演要旨■

地域医療におけるリバルエン®LAパッチへの期待
～独居支援のための新たな秘策～

小林 直人 先生（医療法人湖山荘 あずま通りクリニック 院長）

急速な高齢社会の進展に伴い、地域医療の現場では独居高齢者、とりわけ認知

症患者への薬物療法の継続性が大きな課題となっている。服薬忘れや薬の飲み

過ぎは治療効果の低下や症状悪化を招き、生活機能の維持を妨げる要因となる。

リバルエン®LAパッチは週2回貼付で治療が可能な経皮吸収型製剤であり、貼

付回数の少なさと視覚的な管理の容易さから、独居認知症患者においても高い

アドヒアランスが期待される。本講演では、地域医療における認知症診療の現

状と課題を整理した上で、リバルエン®LAパッチの特性が独居支援に果たす役

割について実臨床の視点から考察し、今後の地域包括ケアにおける活用の可能

性を検討したい。

地域での認知症対応多職種チーム

鷲見 幸彦 先生（社会福祉法人仁至会 認知症介護研究・研修大府センター センター長）

認知症の人に対して、多職種での対応は病院における多職種チーム、地域にお

ける多職種チームがあり、それぞれの有用性が検討されてきた。地域での認知

症対応多職種チームは、平成27年から全国の市区町村に設置された認知症初期

集中支援チームがこれに相当する。令和6年12月に閣議決定された認知症施策

推進基本計画の中で、このチームは「複数の専門家が、認知症が疑われる人や

認知症の人及びその家族を訪問し、観察・評価を行った上で、家族支援等の初

期の支援を行う。」と定義され、こちらから対象者を訪問する点に特徴がある。

今後確実に増加が予想される独居の認知症者に対しての活動が期待されている。

本講演ではこのチームの今後のあり方、医療との連携について述べる。
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